
､

可
、

、

ー

》

胸
蔦
竺
麓

一
志
蟇
喜
霞
壜
筆
暑
菫
鶯
蟇
濤
蔓
臺
薑
鬘
藍
曼
喜
雪
曼
譽
毒
ミ
ミ
鶯
言
袰
鬘
蓄
琴
憲
譽
竜
菖
臺
豊
蓬
鬘
苓
響
琴
崇
藍
畢
鳶
謹
謹
肇
『
誉
言
電
雲
幕
葛
謝
畠

●
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跨
豊
罵
謹
彊
塁
箪
毒
藍
簿
悪
寒
顎
畢
茎
等
袰
曼
逗
嵯
舅
謹
屋
毒
宅
署
峯
華
琴
菫
睾
巽
毒
竜
義
暹
寒
幸
臺
寒
簑
茎
婁
幸
華
巷
菫
謡
湾
軍
繕
尊
橇
麺
髪
零
喜
黒
澤
菖
署
礪
濡
蔓
慧
犀
汚
宇
詞
霧
鐘
謹
埼
吟
鐇
君
弘

23歳で日展初入選以来、 24回何の人選となった今年、最

高賞の「特選」を受賞。 「伸びやかに、そして重量感を出

すように心がけ、最終的には左右のバランスを保ちながら

余白を生かした作品になるよう書いてみました」という作
ようしん

品は、 『養神』。選文にlか月、仕上げるまでにlか月半か

け、 3,500枚も書きながらイメージを作ったという大作で

す。 「崇拝する師の面影が常に脳裏に浮かぶ中で吾き込ん

だことを覚えています。今回の特選は、亡き師をはじめ応

援していただいたたくさんの方々のお陰だと思っていま

す」と受賞の喜びを話しています。

一
憩
畢

一繊〔叩〆』癖律

憩
錨
熱

鐸
減
蝿

隼
琴

塘
密
。
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受 賞
おめて、どうござい乳す

~ Part.1 /一
急～一一

閨＝＝

圖叩ロ 当褒賞民表彰
委
員
や
高
齢
者
大
学
の
講
師
に
匝
誼

教
育
長
と
し
て
昭
和
魂
年
か
ら
⑱
年
余
に
わ
た
り
教
育
行

政
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
公
民
館
運
営
審
議
会

市の発展に功績のあった個人や団体のみなさんに贈られる

市民表彰・褒賞の授与式が、 11月21日(金)に市役所で行われ

ました。今回は、 10人が市民表彰に、 3人と3団体が市民褒

賞に選ばれました。

大久保市長は、 「高萩市発展のために、職務や奉仕活動な

どにご活躍されてきたみなさんの献身的なご努力とご尽力に

敬意を表します」とあいさつしました。

l…I‘服

鈴木一雷鈴木 んに剴切さ 昭
和
認
年
か
ら
高
浜
市
営
住
宅
集
会
室
の
代
表
管
理
人
と

活
躍
中
で
す

高齢者大学創設以来、

講師を務め、みなさん

とともに学ぶ喜びを深
踏､ ､蝋 ､蝿 段段

蕊誇きました｡今後も恥。
鍔. :､､ .;､錘： :､鰈、 、 ： ’

簿のある限りお役に立

fちたいと考えています6

錦
１
１
で
Ｊ
Ⅱ
ザ
、
↓
Ⅱ
ザ
Ｊ
餌
１
口
Ｉ
Ｄ
Ｉ
山
可

､ー

舞
踊
を
通
じ
て
友
好
都
市
の
山
形
県
新
庄
市
と
の
交
流
親

善
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

弔
穂
姉
鵠
卒
鋤
洩
掘
桐
趨
唖
癒
鋤

取
り
組
ま
れ
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す

ら
５
年
間
務
め
、
建
設
業
界
の
発

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

この仕事を通して多く
． 、 : ： 、 ．

Iのみなさ紅にお会い出

講蕊
I

聿

垂

記

恥

庵

１
－

ん"Em龍野源毛Bさ展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

和
弘
年
か
ら
、
年
間
、
｜
昭
和
弱
年
か
ら
現
在
訶
司
調

本 高
萩
市
商
工
会
理
事
と
し
て
、

早50

いま

は、

先輩

力の

ま:す

： 、皇 ；“ i、

仕事に就き、
ミ 、、 ：

が過ぎてしま

j今回の受賞
鴬､： ： ： 〆

会をはじめ諸
． L、 ､､鱈｡ .． ､§

なきん｡のご鰯
･~:;露． .…議露･謬浄、 、

ど蕊識穆てf心

新庄市との縁結びは、

周囲のみさんと地道に

歩んできた成果と考え

ています。ともに協力

してきたみなさん、あ

:りがとうございました

１
１
一
二
迅

#I
ーも

北
方
地
区
常
設
委
員
や
コ
ス
モ
生
産
組
合
長
と
し
て
８
年

間
、
平
成
３
年
か
ら
は
、
花
貫
川
流
域
土
地
改
良
区
副
理

行
政
の
発
展
と
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
例
年
か
ら
平
成
６
年

、
一
〃
一
望
〃
〕
《
．
三
一
、
、
ノ
ｂ
ｆ
Ａ
』
坐
、
時
“
歩
、
ユ
‐
ｕ
、
胆

し
た|会員として当然の活動

をしてきただけです。
今回の受賞は3会員の

みなさん透葡弱の賜物
､ ;､ "認" ． ； 、 二 、 、

と感謝し;て唾まず。

〃､ 1 ． Ⅳ ﾘｮ､釘〃ﾐざが｡J簿 ､ - 、溌難認灘蕊蔦 :熟静: "

一

澤

翠

幸

日、鰯
I

原回良英さん鱈

蕃
露命検討され

委
員
と
し
て

て
都
市
計
画

的な範囲で判断してき

ました。こ:のようなチ

ェック機能に携われた

名誉に感謝しています。

い
ま
す
。

若手の農業経営者の活

躍を支え、見守ってい

きたいと考えています《

2



の
立
年
間
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
、
児
童
生
徒

り
つ
し
よ
う

の
立
哨
指
導
な
ど
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
理
事
劃

認
鋤
認
蓉
岬
華
纈
跡
馳
醒

て
、
ま
た
同
年
に
は
農
業

委
員
会
委
員
に
就
か
れ
、

現
在
は
同
会
会
長
代
理
と

し
て
尽
力
さ
れ
て

佐藤敏雄さん(島名） ＃

蕊
1，

い
÷

：
T

ん…安隠 博

；
〆

て
昭
和
銘
年
か
ら
別

に
努
め
、
児
童
生
徒

昭
和
妬
年
か
ら
平
成
５
年

ま
で
の
仙
年
余
に
わ
た
り

消
防
団
分
団
長
及
び
団
員

と
し
て
消
防
職
務
に
精
励

さ
れ
、
消
防
行
政
の
発
展

とみよし

佐川福徳さん(上君田）

蕊の出やすいカマド検
ﾆ z 、 、 、号； : ､ 、 z 、 ､ :

窪を心たことや、出初
"鞭且 :…3鯵帯 " " ､ﾐ "鳴､亀: ､ ､ "

迩議蕊霞懲樋の先輩

簿

登校時の立哨活動では、

子どもたちの『おはよ

うございます」の声が

活動の支えになりまし

た｡交通事故『ゼロ1 1

が、私の願いです｡: - i ;:

畠

蓬
一
Ｉ

職
螺
”
：

随
時
相
談
な
ど
地
域
行
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
帥
年
か
ら
現
在
ま
で

高
萩
市
国
際
交
流
協
会
の

役
員
と
し
て
、
各
種
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、

国
際
交
流
事
業
の
進
展
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

鍵小林靜江さん(有明町）

Ⅱ脅蕊壷蕊覚尭噛季の歌」
．;;､ ､篭-” . ･鷲:懲孝､黙、 、

蕊ぎ註かけで日本企業

蔭蕊職莎溌定した学生
が〈j :米国からの電話で

譲ってぐれたことが今
､静 、" 目:

でも心に残っています。

鐸
譲

己

員

I
1
1

地
域
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

育
成
に
尽
力
さ
れ
る
と
と

も
に
、
高
齢
化
社
会
に
対

応
す
る
各
種
事
業
に
参
加

協
力
し
、
福
祉
行
政
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

△
云
△
ロ

連垂・
フー
フ
ケ
ゲ者齢古同市高萩市高齢者クラブ連合会

と
も
に
幼
児
歯
科
健
康
審
査
に
従
事
し
、
地
域
住
民
の
健

康
管
理
と
保
健
衛
生
思
想
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ｰ

市
の
建
設
事
業
を
通
し
て

地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ
る

と
と
も
に
、
災
害
等
緊
急

時
に
お
い
て
災
害
防
止
に

努
め
、
市
民
の
財
産
の
保

全
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す

へ
云協几又

一
言
ロ建萩

吉
同

崎
鴨
鳶
黙
餓
燕
灘
撫
識
郷
辮
騨

FHb

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

と
し
て
手
話
を
通
じ
て
聴

覚
障
害
者
の
社
会
参
加
を

啓
発
し
、
各
種
行
事
に
参

加
協
力
し
福
祉
行
政
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

、
《
鐘
、
、
縁
、

蕊
蕊
覇
態
崖
い
、
診
』

熟
議

高
一
会
》
目
書
干
が
嫡
蛎
ｆ
識

産切

GI
Lヨ



Ｌ
ｌ

受 賞
おめてゞとうこ．ざい戎す

~=と吏乙一一

そ
う
こ
う
き
よ
く
じ
つ
し
よ
、
旬

秘
織
叙
熱
：
勲
正
等
吸
光
旭
ｕ
蕊

された人
石
井
満
さ
ん
（
安
良
川
）

ここ霞は§■鰯溌3篭蕊繼の嵩の秋の叙勲受章を始めJI

壷認ご”溌琿麺願"a{Jその功績が認めら？
誕迩蕊魚捗溌燕懇篭駕篭鞠?心議すざ”

貢献された人三
九
年
間
に
わ
た
り
、
教
育
の
道
一
筋
に
歩
ま
れ
辮蕊

た
石
井
さ
ん
。
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
秋
山
・
高
鐇

萩
小
学
校
や
高
萩
中
学
校
の
校
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
癖

ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
賀
地
区
学
校
長
会
長
や
県
北
》

学
校
長
会
長
を
務
め
ら
れ
、
退
職
後
は
、
教
育
長
と
準

し
て
八
年
間
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
献
身
的
に
心

力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

錆

＊
喜
び
の
声
＊

〃
は
か
ら
ず
も
〃
と
い
う
言
葉
そ
の
ま
ま
の
受
章
に

感
激
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
お
け
る
多
く
の
み

な
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
援
助
に
深
く
感
謝
す
る
と
と

じ
よ
じ
よ

も
に
、
こ
の
栄
誉
が
、
山
林
中
の
花
の
よ
う
に
謡
徐

は
ん
え
ん

繁
街
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
どどいつ

県の都々－大会で

2位を受賞ー

県芸術祭参加の第14回毎日都々

一作家大会が、 10月19日（日）

に開かれ、時崎行男さん（島

名）の都々一が、席題の部で2

…
…

位に選ばれ県知事賞に輝きました。出題は『渋柿」で、
りょう

時崎さんの七・七・七・五調の裡謡は、 『背中丸めて

渋柿むいて孫への土産の吊し柿』でした。
Ｙ
騒
謡

戸、
しノ

"職こ関する標語Fで受賞
､鰻 ;熟#･2”塗" ､ _黙: :….錘: :溺鰯鹸錘鐸難溌廉.叢.

日立税務署が主催した税の標語コンクールに応募した中か

ら、次のみなさんの標語が選ばれ、 11月17日（月）にその表

彰式がありました。市では、 9人の入選作品を来年度の税

務通知の封筒に印刷することにしています。

"稀税め納税業務に貢議
， 拳 一. ､､ ､ ； ； ． ､ ､ ； 、

市では、平成9年度の優良納税貯蓄組合及び納税功労者表

彰式を11月11日(火)に文化会館で開きました。式典では、

長年にわたり、納税業務のために献身的に活動されてきた

団体と1()人のみなさんを表彰しました15
且』

’

↑

一

《

〃

会

蟻
．砥

L稀”‘；

鵜蝿州
恥

郵

f凶

鼠，
瓜

鍵
灘

‘'蝿蝿
ⅡA 1 h1

岬､↓ '

剛僻

…

Ⅲ; ＃＃

畷…": ○関東信越国税局長賞佳作『僕達も参加し扉鼎る消費税』
西詰広樹さん（高萩中3年）
ゆみ

○高萩市長賞 石原結美さん（高萩中2年）

○国税モニター賞 田中美絵さん（松岡中1年）

○日立税務署管内租税教育推進協議会長賞

天野直子さん（秋山中2年）

助友仁子さん（高萩中3年）

画，邊重樹さん(松岡中'年）
○日立税務署長賞 古口千春さん（高萩中3年）

鈴木千晴さん（高萩中3年）

斎藤めぐみさん（高萩中1年）

○団体表彰の納税貯蓄組合 （順不同）

駒木原 有明のぎく 商栄 駒形町 石滝一

島名三北赤浜三下 山手 北方宿 滝の脇

殿町 東本町4の3 中原 大能台 北町第六

○個人家爵者＊ （ ） は納税貯蓄組合名。
熊坂吉惠さん（高砂町） 大高諒さん（小桜町）

春山昭士さん（睦） 宮本富男さん（安良川松原）

菜花隆男さん（安良川九西） 小林俊一さん（永田）

瀬谷清さん（秋山下西二） 山崎大典さん（原田）

志賀昭典さん（東本町l～5） 増田進さん（東雲）

4



1997年度の社会福祉功労者表彰式が、 11月14日(土)に東京の日比谷公

会堂で開かれ、石川さんと大橋さんが厚生大臣表彰を受賞しました。

？ ＝刃

"JF)
W

撞
迷
式

養
護
施
設
『
臨
海
学
園
』
園
長
の
大
橋
さ
ん
は
、
三

○
数
年
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
を
養
育
し
、
自
立
支

援
に
努
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
生
活

や
学
習
な
ど
の
指
導
、
そ
し
て
献
身
的
な
取
り
組
み

は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
熱
い
信
頼
を
集
め
て
い
ま
す
。

市
の
視
覚
障
害
者
福
祉
協
議
会
の
副
会
長
を
務
め
る

石
川
さ
ん
は
、
三
○
数
年
に
わ
た
り
視
覚
障
害
者
の

み
な
さ
ん
の
た
め
に
献
身
的
に
活
動
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
現
在
も
会
の
運
営
は
も
と
よ
り
、
後
進
の
育
成

に
も
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

瀞
, 申

？.■
q 毎

可 妻
幸 かいち

石川嘉市さん（安良川）
癖蕊識灘溌織蕊鍵鍵議§議難
ご推薦いただきましてありが

とうございました。会員同士

が手を取り合って活動したこ

とや県北地域間での交流会が、

懐かしく思い出されます。

大橋正男さん（肥前町）
溌藍灘蕊課蕊雛迩‘猟1lいl# MJ
受賞は、子どもたちと職員の

みなさんのご協力のお陰です。

子どもたちの笑顔が、仕事の

支えであり、喜びを感じられ

るときですね。

篭
ｰ声

荊
咳
一
、
一
命

一
壱

坪
一一
小

一
一
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、
山
７
－
Ⅶ

伊藤忠平さん（安良川）が

農林水産大臣感謝状を受賞I○
” …… ． －－笹:C

蕊蕊舞蕊蕊蕊”噸〈”f唾溌議蕊溌迩月測副砥好=I
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即、
.;ド

ォ，
水

琴
認
晶

、
馥
馥
』
ぜ
《
《
＄
出
、
、

》
》
ア
ヘ

ン一フボ
度
叩
”

年
謹
９；

蛙
、
呂
呂
荊
晶
晶
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､悪蕊隷水産大臣感謝状伝達式漆｡通野13野（木）
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第25回

篭億二『”
影式

○
茨
城
新
聞
社
長
賞
松
岡
小
学
校

ー

｡茨城県議会議長賞たつご子供会簿
鶴

r~、
、ーノ

144人を表彰して激励

優
良
従
業

そ
の
中
で

え
た
㈱
ヤ

マ
マ
ス
商

事
に
勤
務

す
る
沼
田

義
和
さ
ん

に
は
、
茨

城
県
知
事

賞
が
伝
達

さ
れ
ま
し

…
高
萩
市
商

優
良
従
業

㈱
に
高
萩

し
た
。
表

業
所
に
永

器
へ
○

く

工
会
で
は
、
永
年
勤
続
及
び

貝
表
彰
式
を
一
一
月
一
二
日

ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
で
開
き
ま

彰
さ
れ
た
の
は
、
市
内
の
事

く
勤
務
さ
れ
た
一
四
○
人
と

貝
四
人
の
み
な
さ
ん
で
す
。

、
永
年
勤
続
満
四
五
年
を
迎

窪リ
篇 二

臺 臺

'蕊
篝

ｆ

菰

コ

、
乳
昭

４

鏑、

聯

真
右
）０

真
左
）

番
目
）

(月)に大久保市長から伝達さ

れました。
一、

－ノ鮒
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の交通事故が多発しています｡ノ
ゴLざ

今
月
号
で
は
、
お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
か
ら

全
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

も
い
ま
す

転
す
る
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歩
行
者

と
な
る
お
年
寄
り
の
中
に
は
、
身
体
的
に
不
自
由
な
人

ち
市

い
ソ
天
に

な
っ
た
人
は
六
人

合
ヲ年

々
高
齢
化
率
が
高
く
な
る
中
、

内
の
二
人
を
含
む
五
人
が
六
五
歳
以
上
の
お
年
寄

、
ほ
と
ん
ど
が
横
断
中
の
事
故
で
し
た
。

年
、
高
萩
警
察
署
管
内
で
交
通
事
故
に
よ
り
亡
く

二

月

○
日
現
在
）
。
こ
の
う

車
や
自
転
車
を
運

留
訓
ヨ

とや ’
○
高
萩
警
察
署

識
二
四
’
○
一
’
○

○
生
活
環
境
課

》
口
口
＆
一
内
線
三
六
二

署一
一
○

み
な
さ

自
転
車

し
た
こ

堀
健

歩
く
よ

て
い
て

役
所
東

い
る
と

さ
ず
に

や
冷
や

林
以

に
ぶ
つそて見転でて

ん
は
道
路
を
歩
い
た
り
、
車

を
運
転
し
て
い
て
「
ひ
や
っ
」

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

康
と
犬
の
散
歩
の
た
め
、
毎

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
歩

危
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
は
、

側
の
道
幅
が
急
に
狭
く
な
っ

こ
ろ
で
す
。
車
が
速
度
を
落

向
か
っ
て
く
る
の
で
い
つ
も

し
て
い
ま
す
。

前
、
自
転
車
に
乗
っ
て
い
て
、

け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

の
時
は
夜
で
、
黒
い
服
を
着

い
ま
し
た
の
で
、
車
か
ら
は

え
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
自

車
に
限
ら
ず
歩
行
者
も
そ
う

す
が
、
夜
は
明
る
い
服
を
着

外
出
す
べ
き
で
す
ね
。

L

私
た
ち
の
交
通
安
全

一

羅
蕊
諜
蕊
蝿
鐵
灘
識
蕊
識
驚
篭
識
蕊
幾
蕊
蕊
善
驚
謹
震
蕊
鶯
葱
蕩
澤
蕊
識
蕊
蕊
蕊
瀞
灘
蕊
譲
灘
蕊
灘
蕊
癖

《出席者（左から)》

口高堀廣さん（安良ﾉ

･口小林悦子さん.f(鳥
口鈴木昇さん（秋山）

口櫛田黒さん（安良j'蕊
鈴
木
昭
和
四
五
年
か
ら
車
を
運
転
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
無
事
故
で
す
。
私

自
身
高
齢
者
と
い
う
意
識
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
が
、
車
の
後
退
の
時
は
、
ち

ょ
っ
と
大
変
に
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
運
転
し
て
い
て
気
が
つ
く
の
は
、

道
路
い
つ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
歩
く
子
ど

も
た
ち
で
す
。
あ
れ
は
危
な
い
の
で
や

め
さ
せ
る
べ
き
で
す
ね
。

櫛
田
車
の
運
転
を
し
ま
す
が
、
市
内

で
は
自
転
車
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
夜

間
の
外
出
で
は
、
対
向
車
の
ラ
イ
ト
が

時
々
遠
目
の
ま
ま
で
、
と
て
も
ま
ぶ
し

く
、
一
瞬
前
が
見
え
な
い
と
き
が
あ
り

ま
す
。
側
溝
に
落
ち
た
り
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
夜
運
転
す
る
人
は
、
ラ

イ
ト
を
切
り
替
え
る
や
さ
し
さ
が
ほ
し

い
で
す
ね
。 蕊ー 霊．

講
蕊：

凪Ⅲ 11

凸i耳

W"鮒聯
～皇

ｌ
み
な
さ
ん
か
ら
見
て
お
年
寄
り
が
危

な
い
と
感
じ
た
時
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

小
林
、
王
人
の
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
、

お
年
寄
り
が
道
の
真
ん
中
を
歩
い
て
い

る
の
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
た
の
で
す
が

全
く
気
付
か
な
い
よ
う
す
で
、
危
な
い

と
思
い
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
中
に
は
、

こ
の
よ
う
に
耳
の
不
自
由
な
人
や
目
が

悪
く
て
信
号
も
良
く
見
え
な
い
人
も
い

ま
す
の
で
、
運
転
す
る
人
は
気
を
つ
け

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

高
堀
私
の
友
だ
ち
の
中
に
も
事
故
に

あ
っ
た
人
が
い
ま
す
。
車
を
運
転
す
る

人
は
、
お
年
寄
り
を
見
た
ら
注
意
し
て

運
転
し
、
お
年
寄
り
も
車
の
ス
ピ
ー
ド

を
考
え
て
安
全
な
歩
行
に
心
が
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
ね
。

ｌ
、
ン
ル
バ
ー
マ
ー
ク
が
で
き
ま
し
た
が
、

み
な
さ
ん
は
利
用
さ
れ
ま
す
か
。

櫛
田
ま
だ
何
と
も
い
え
ま
せ
ん
が
、

周
囲
の
車
に
注
意
を
促
す
意
味
で
は
、

い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
ま
だ
ま
だ
運
転
す
る
つ
も
り
な

の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
た
い
で
す
ね
。

以上の高齢ドライバーの保護
を目的に〈高齢運転者マーク

ができました。この高齢運転

者表示車|亘幅寄せや割込み

をした場合は罰せられます。
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平
潔
緋
翻
澱
蕊
鱸
鯉
測

り
」
を
基
本
目
標
に
、
『
駅
前
通
り
商
店
街
活

性
化
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
策
定
し
、
商
店
街
の
活
性

化
に
向
け
た
施
策
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
現
在
進
め
て
い
る
駅

前
通
り
の
電
線
地
中
化
を
は
じ
め
、
駅
構
内
に

橋
上
駅
や
橋
上
駐
車
場
な
ど
を
配
し
た
高
架
式

の
人
工
地
盤
を
設
置
す
る
な
ど
、
ま
ち
の
新
し

い
顔
づ
く
り
と
合
わ
せ
た
商
業
振
興
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
提
案
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
が
平
成
七
年
に
策
定
し
た
Ｈ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
（
地
域
住
宅
）
計
画
で
は
、
快
適
な
居
住
環

境
の
整
備
を
柱
に
「
商
業
・
業
務
・
公
共
公
益

と
住
宅
が
複
合
す
る
利
便
性
の
高
い
中
心
市
街

地
」
と
い
う
将
来
像
を
描
い
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
『
ビ
ジ
ョ
ン
一
や

『
計
画
』
で
示
さ
れ
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ

の
具
体
的
な
取
り
組
み
へ
の
手
法
に
つ
い
て
、

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

めは たる力了

て 、こまに進現

駅
蝿
総
鯉
雛
紅
、
祠
鼬
湘

－
で
意
見
交
換
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で

現
在
進
め
て
い
る
電
線
地
中
化
の
工
事
完
了
後

の
駅
前
通
り
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
や
、

駐
車
場
の
確
保
に
よ
る
新
た
な
活
力
づ
く
り
の

方
策
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
席
上
で
同
会
会
長
の
沼
田
裕
一
さ
ん

（
春
日
町
）
は
、
「
近
年
、
駅
前
通
り
は
店
を

に
菅

閉
じ
る
と
こ
ろ
が
増
え
、
賑
わ
い
も
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
私
た
ち
商
業
者
の
努
力
と
行
政

の
支
援
で
も
う
一
度
賑
わ
い
の
あ
る
駅
前
通
り

を
取
り
戻
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
出
席
し
た

大
久
保
市
長
は
、
「
駅
前
は
ま
ち
の
顔
。
そ
の

駅
前
が
近
年
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
商
業

関
係
者
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
話
し
、
同
商
店
会
と
市
が
手
を
携
え

て
駅
前
通
り
の
新
た
な
活
性
化
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

域
“9

L

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
商
店
街
の
景
観
改
造

事
業
と
し
て
地
元
商
店
会
を
は
じ
め
県
や
市
が

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
進
め
て
い
る
事
業
で
す
。

電
線
地
中
化
の
工
事
で
は
、
今
年
度
駅
前
通

り
の
北
側
を
整
備
し
、
来
年
度
は
同
じ
く
南
側

を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事

の
完
了
に
合
わ
せ
、
そ
れ
ま
で
「
れ
ん
が
通

り
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
た
歩
道
の
ブ
ロ
ッ

ク
も
新
し
い
も
の
に
替
え
、
ま
た
歩
道
に
ベ
ン

チ
な
ど
も
配
し
て
、
新
た
な
景
観
づ
く
り
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
計
画
で
す
。

鴨&『鹿錦
錨｡ [ 冠髄 ＃
聖1吋L

蕊
眼

患
熟
遙

冊

叫

騨

空

戸

鳶

桃鯏『吋単↑癌罰ＬＦ輔謎龍誤錐》》 奎

“震

瀞
炉

膨

》

ビ

ニ

恥

》

計

凸

室

ゞ夛奄
蕾＝

錘 ー

鶏
篝繕ご 雪

▲11月14日(金)に市民センターで

開かれた「駅前通り商店会と市長

との意見交換会」のようす

蝋
勝

恥

が

桝

川

”

叩
刑
都
耶
拙
部
岬
朋
冊
咄
岬

叩
即
仙
枇
１
Ⅱ
１

亀
型

圧

壼
提
望
ま
》
零
罫
零
穏

’ 睦

唖
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ま
ち
や
森
に
吹
く
風
が
、
と
て
も
冷
た

く
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？

我
ら
広
報
担
当
者
は
、
少
々
、
パ
テ

芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
そ
し
て

食
欲
の
秋
が
一
気
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、

轆
勢
曇
謬
堂
い
い
義
戦

道・坂愛称の表彰式11/16旧）

農
業
共
進
会
の
最
優
秀
賞
受
賞
者

各
地
区
で
目
白
押
し
に
開
催
さ
れ
、
カ

メ
ラ
片
手
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
と
取
材

や
撮
影
に
追
わ
れ
た
一
か
月
に
菖
雷
蕗

か
ら
で
す
。
え
、
弱
音
を
吐
点
な
い
癒
鞠

ぎ
み
で
す
。
と
申
し
ま
す
の
も
、
｜
｜

月
の
祝
祭
日
は
、
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
が

●特用林産物の部（しいたけ）

弓野勝男さん(中戸川）

●花きの部（シクラメン）

梶山治さ似ん鱒滝）
●そさいの部（自然薯）

鈴木肇さん（下君田）

●主穀･雑蒸の部(玄米）
鈴木輔徳さん（大能）

臘燃職
朏剛

､‐′

米1 kgは、これくらいかな？ 判 咄 咄 Ⅱ

す
っ
て
…
？
ち
が
う
ん
で
す
。
行
く

先
々
で
お
会
い
す
る
団
体
や
地
域
の
み

震
一ろ糠糠

秘書課
窓

23-2111

内線242

Fax｡

24-4653
広
報
活
動
に
取

た
い
と
考
え
て

た
な
気
持
ち
で

際
な
紙
面
づ
く

見
ら
れ
た
行
き

新
年
書
い
て
し
ま
い

立
ち
入
れ
な
い
領
域
に
入
り
込
ん
で
写

真
を
撮
れ
る
特
権
は
、
広
報
手
腕
を
最

大
限
に
生
か
せ
る
は
ず
な
の
で
す
が
、

読
者
の
み
な
さ

い
ると

り
組
ん
で
い
き

、

ガヌラ詞でヴ
で
す
。
こ

こ
と
が
多

、
取
り
止

／
タエ

矛琿琵惠蕊まちの話題を
｜

第23回高萩市民音楽祭1 1/23旧） 工匠の道具展11/1出～27㈱

舟

赤

灘

雲
垂
』

壼号壼号

－ 国

Ⅲ

お
り
ま
す
！
な
ん
て
、
強
気
な
発
言
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
時
に
は
「
写

真
の
提
供
を
」
と
お
願
い
す
る
こ
と
も

口
T ’W

澱 四

岸lu d

X識撫
醒総
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蕊
■
保
育
の
実
施
基
準
保
育
所
園
に
入

所
で
き
る
の
は
、
保
護
者
が
次
の
よ

う
な
理
由
に
よ
り
、
家
庭
で
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合
で
す
。

口
昼
間
働
い
て
い
る
た
め
。

口
出
産
の
た
め
。

口
病
気
や
ケ
ガ
の
た
め
。

口
病
人
の
介
護
の
た
め
。

＊
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
旧
年
４
月
か
ら
保
育
を
希
望
す
る

期
間
が
、
最
大
、
小
学
校
入
学
前
ま

で
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
希
望
期

間
中
に
保
育
の
実
施
基
準
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
保
育
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
入
所
期
間
中
に
入
所

申
込
書
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ

来
年
の
４
月
か
ら
保
育
所
園
に
入
る
お
子
さ

ん
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
不
明
な
点
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

塁

側
た
場
合
は
、
速
や
か
に
変
更
届
け
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
実
施
保
育
所
園
下
記
表
内
記
載
の

の
各
保
育
所
園
。

■
募
集
人
員
下
記
表
内
の
「
定
員
」

の
と
お
り
。

＊
希
望
す
る
保
育
所
園
の
定
員
を
超

え
た
場
合
は
、
次
の
条
件
に
か
か
る

児
童
以
外
に
よ
る
抽
選
で
、
選
考
を

行
い
ま
す
。

口
現
在
該
当
保
育
所
園
に
入
所
し
て

い
る
。

口
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
障
害
者

㈱
の
い
る
世
帯
（
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
を
受
け
て
い
る
世
帯
）
・

口
兄
弟
姉
妹
が
、
現
在
、
該
当
保
育

所
園
に
入
所
し
て
い
る
。

■
提
出
書
類

口
入
所
申
込
書

口
入
所
申
込
書
の
添
付
書
類

口
前
年
度
の
課
税
状
況
及
び
次
に
該

当
す
る
内
容
等
を
証
明
す
る
書
類
。

①
会
社
員
の
人
：
所
得
税
額
を
証
明

で
き
る
も
の
。
＊
平
成
９
年
分
給

与
所
得
者
の
源
泉
徴
収
票
（
た
だ

し
、
確
定
申
告
を
し
た
場
合
は
、

申
告
書
の
写
し
） 入

る
お
子
さ
ん
を

一
』Ｉ

蟇
果
し
ま
す
。

匂
お
子
さ

恕
点
な
ど

、
雀
」
ミ
］
八
○

ー

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
内
線
三
五
六

②
自
営
業
の
人
：
所
得
税
額
証
明
書

ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し
。

＊
確
定
申
告
を
早
め
に
行
い
速
や

か
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

③
内
職
を
し
て
い
る
人
：
給
与
証
明

書
・
内
職
証
明
書
。

④
就
労
予
定
の
人
・
・
就
労
予
定
証
明

書
（
事
業
主
の
証
明
）
。

⑤
出
産
等
の
人
・
・
母
子
手
帳
の
写
し

（
出
産
日
が
確
認
で
き
る
も
の
）
。

⑥
病
気
の
た
め
や
病
人
の
看
護
を
し

て
い
る
人
・
・
診
断
書
等
。

※
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人
で
、
平

成
９
年
１
月
１
日
現
在
、
高
萩
市
に
住

民
登
録
が
な
い
人
は
、
そ
の
日
付
で
登

録
さ
れ
て
い
た
市
町
村
で
の
市
町
村
民

税
の
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間
平
成
加
年
１
月
猫
日
陶

か
ら
１
月
知
日
燭
ま
で
。

■
提
出
先
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉

係
ま
た
は
希
望
す
る
保
育
所
園
。

＊
申
込
用
紙
は
、
福
祉
事
務
所
社
会

福
祉
係
ま
た
は
希
望
す
る
保
育
所
園

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■保育所(園)の状況
恋夛薫＝
､無､鱈顔韓f, 串く

謹蕊
f§蕊:;｡"
-

60名

蕊蕊
-

90名

蕊琢

琴#蕊
高萩保育所

；閉職｡;:“偲査所
同仁東保育園

塗穂畷育園

職員の状況
住所 開所時間電話番号

藤砺副砺軒莎
一
所 IFrgf ｰ拳

1 1 81

３

１

５

一

宇

３

１

５

６
１
｜

７
２

５
“
６
“
２
２
８

群
剛
町
川
綱

町
名
浜
良
手

本
鳥
高
安
下

7:45～17:15 1 5 1

力誕蕊?奇””獺鱗灘職繍職
7:00～20:00 1 16 3

""0"";"I職熱職鯲繍鰯
7:30～19:00 1 10 2

I"i30=19:00灘繊職職;! 2

］

癖
匡Ｊ

5

－回２虐２

（
叩
『
〉
、
器
屍
》
か
》
“
「
Ｉ
Ｉ
ユ
“
《
院
岬
》

の
ノ
ハ
］
、
》
一
価
型
、
の
〆
］
穴
詣
Ｕ

’
刈
斗
ユ
匙
柵
勾
守
一
『
０
１
ユ
（
和
》
桝
一

（
叩
〆
押
一

齢
、
》
《
和
〉
、

ハ

ト

Ⅷ

〉

、

鐸

べ

心

辿

一

一

段

部

｜

一

（
咽
久
］

一
叩
公
卿
ｎ
″
へ
Ｊ
痔
冗
ぜ
ぺ
、
〉

（
叩
〃
ハ
］

一
吻
琴
《
富

〈
叩
／
《
］
（
叩
〃
ん
一

l"8:#;
塗皇＝

2 1

藤
》
１
２
１

弾
唖
輔
、

錦
洲
鮮
識
貼

群
弛
Ｆ
晶
串

嘩設

(社)同仁会

(細塗徳穂迩窓 唖
四
一
皿
一
聰
妄

松ヶ丘保育園

Iあおそら保育園

23-4687 （社)愛孝会 名
鰯
０
０

６
６
，
》 鴬1安良川1251-1 1 23-5661 1 (社)博洋金

■入所(園)の状況

簿職､蝋入所状況(平成9年10月1日現在）
0歳’ 1歳'2歳‘' 3歳’ 4歳’ 5歳163歳ゞ『2歳

特別保育事業等の取組状況,(実績）名 称
歳

0

計
型
型
賑
碑

高萩保育所
:秋山保育所

|同仁東保育園
|聖徳保育園

松ヶ丘保育園
あおぞら保育園
合 計

８
｛
’

６
－
５

戸Ｏ

刎
孟
１
１
ワ
］

ワ
ム
－
土

０
３
６
６
６
７
８

１

３

１
０
７
９
３
４
４２

１ ６

》
》
６

川
式
一
○
白

5

灘鍵鍵鍵鍵識＃瀧曹鍵鍵鱗鍵鍵議

、
』
た
琵

一
０
＃
０
》
３
０
患

’
１

４
ｌ
７
ｌ
９

０

１

１
－
１

乳児・延長・障害児・外国人・休日保育事業

乳児．延長・障害児。休日戻育事業
乳児・延長・障害児・外国人保育事業

乳児・延長・障害児保育事業

昭
一
蝦
一
面

ハハ

リ01 旦十里
4m8

１
’
１ 邪

一
郡

９
一
隅

ｍ
一
弱 79 66 1

外国人保育事業：外国人を3人以上受

休日保育事業： 日曜日・祝日に保育を

[特別保育事業の内容］乳児保育事業: 0歳児を3人以上受け入れている。
け入れている。 延長保育事業：午後6時を超えて1時間以上保育している。

実施している。 障害児保育事業：障害児を受け入れている。
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目圀囿仕事ですか?⑳
清潔な環境を守るための

指導や調査を進めています
合 合

生活環境課環境保全係内線362

衛生的で住みよいまちを守る

ために、環境調査や指導、不

法投棄ゴミの監視など環境全
ーr

般に関する仕事をしています。

●聞き手
みちこ

大澤倫子さん

（秋山）

●生活環境課課長補佐

兼環境保全係長

大友勝重

と
、
市
民
号
の
開
催
、
交
通
安
全

動
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
，
不
法
投
棄
ゴ
ミ
と
は
、
ど
の
よ

な
ゴ
ミ
を
い
う
の
で
す
か
。

Ａ
・
集
積
所
に
出
さ
ず
、
空
き
地
や

空
き
地
や

交
通
安
全

い
ま
す
ね
。
そ
の
他
に
、
ど
の
よ

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
・
環
境
保
全
係
で
は
、
そ
の
他
に

Q

間
地
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
い

も
う
一
つ
市
民
活
動
係
が
あ
り
、

視
な
ど
、
環
境
全
般
に
関
す
る
仕
事

の
届
け
出
に
関
す
る
こ
と
、
墓
地

管
理
、
水
質
・
大
気
・
土
壌
・
騒

な
ど
の
調
査
、
不
法
投
棄
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
ゴ
ミ
の

化
槽
や
簡
易
水
道
、
公
衆
浴
場
な
ど

民
憲
章
や
市
営
駐
車
場
に
関
す
る
こ

を
し
て
い
ま
す

狂
犬
病
の
予
防
接
種
に
あ
た
っ
て

ー

監

生
活
環
境
課
に
は
、

大雨による水害後には、床下や床上の浸水被害を受け

た家を－軒一軒回り、防疫のための消毒作業を行いま

す。 2年前の水害では、 300件近い家の消毒作業を行

いました。 （写真は、事務室のようす）
山 活

や

つ 市 音の 浄
一

つ

い
ま
す
。

Ｑ
・
人
が
あ
ま
り
立
ち
入
ら
な
い
場
所

に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
、
ど
う
や
っ

て
見
つ
け
出
す
の
で
す
か
。
そ
し
て

そ
の
ゴ
ミ
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
処

理
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
・
市
内
一
九
地
区
に
は
、
三
三
人
の

不
法
投
棄
防
止
監
視
員
が
い
て
、
各

地
区
を
定
期
的
に
巡
回
し
、
不
法
投

棄
ゴ
ミ
の
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
と
ま
っ
た
数
の
冷
蔵
庫
や
布
団
、

タ
イ
ヤ
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
警
察
署
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
対
処
し
て
い
ま
す
。
ゴ

ミ
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有

者
と
協
力
し
て
ゴ
ミ
を
捨
て
た
人
を

探
し
出
し
、
撤
去
さ
せ
て
い
ま
す
。

処
理
後
は
、
土
地
所
有
者
の
責
任
に

お
い
て
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
，
野
犬
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
捨
て

犬
の
対
策
は
、
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
，
正
直
、
困
っ
て
い
ま
す
。
飼
え
な

く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、
毎
週
水
曜
日

に
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
が
来
て
引
き

取
っ
て
く
れ
ま
す
。
最
後
ま
で
面
倒

を
見
き
れ
な
い
場
合
は
、
こ
の
セ
ン

タ
ー
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
ベ
ッ
ト
を
引
き
取
る
シ
ス
テ
ム
も

あ
る
ん
で
す
ね
。
飼
い
主
は
、
ペ
ッ

ト
を
飼
う
マ
ナ
ー
に
十
分
配
慮
し
て

ほ
し
い
で
す
し
、
特
に
犬
は
、
予
防

注
射
を
受
け
て
、
つ
な
い
で
飼
う
こ

と
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
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交通夢故福蟻ﾐ ﾆ ,1ゞ :里、＝: :≦

12／16(火)午前10～午後3時／市民相談室

口生活環境課内線362※この日以外は中央交

通事故相談所へ。平日午前9～午後4時30分

／水戸市柵町1丁目水戸合同庁舎3階公029-

225-2803／弁護士相談は水曜日午後1～3時

宿政福蟻 』 : ゞ I ?毒毒溌篭i f ,
12／11(木)と25(木)午後1～3時／市民相談室

／鈴木清相談委員壷22-2095口秘書課内線252

補識黒の趣園栂鱗認識漁:*”鰄蕊; ､"IH: #IW,N _#

12／19(金)午前9～12時／市民センター口福

祉事務所内線353

塞醒蝿＝麺鐡登ゞM=":":誕豆亜-Ⅸ ; " ”

火曜日午後1～3時／市民センター口福祉事

務所内線352

心配ごと相談 *蕊灘: ： ：

木曜日午後1～3時／市民センター口社会福

祉協議会内線354

行 政一ス 一
一

三一

ﾆエ ゴ

の
皇竜を題迩

○

三 ■
麺 ~~－－=畠

織
園妙当墨.、隊

q目

・
高
校
生
も
参
加
し
て
薬
物
乱
用
防
止
を
訴
え
る

Ｆ
弔
軋
睡
序
叶
拶

：
・
・
・
［
銅
症
諾
嘩
鋪
］
（
第
３
期
）

ー！
呵卿ﾜ
ｳ "』池

国
民
年
金
（
吃
月
分
）

市内の中・高校生を含め約700人が参加して「覚

せい剤等薬物乱用防止啓発フオーラム」が文化会館

で開かれました。会場では標語入選者の表彰に引き

続き、 「薬物使用は1回でもダメ ！ 」 と題した県衛

生部職員による講演会や、高校生など7人をパネラ

ーにシンポジウムが行われ、 「私たちは、絶対薬物

一

ー‘など活発に意見が交わされました。に手を出さないことばの教窒高萩小学校盆234240

子ども(小・車掌鐘）頼談

教育委員会学校教育課盃23-1135

纏津{・湾麺類識:;垂ゞ蕊≦蕊減 l :

月曜日午前9～11時口保健センター盃24-2121

趣織憲鐡舞寒鯛識鍵謹鰯澱"P"f
毎月第3月曜日午前10～11時口保健センター

金24-2121

人権相談 鈴木廣美窓28-0103

岡野邦弘査232525大平喜美子金22-4128

大森啓三壷23-1245大部智江念28-0306

身体障害者相談 椎名修合22-2419

郡司寅松盃23-0687 鈴木康彦盆23-4316

糖神薄弱者程談‘ 沼田うた子宕224544

年念糎謹 ≦鐙蔵廻躍～午織3時

・常陽銀行高萩支店窓22-2160…H101/9(金）

・茨城銀行高萩支店公222028…H101/12(月）

・茨城ひたち農業協同組合高萩地区支店

狂223617…平日午前9～午後4時

礁轡蛾聴親拳裁菫誕諺鵜織弥!""": :

■自閉傾向のある就学前の子とその保護者が

対象／毎月第2．4金曜日午前10～12時口県

中央児菫相談所日立分室狂029422-0294

輪神保健相談《季絢鐵》

12／24、H10. 1/7 ･ 14の水曜日午後1～

2時口日立保健所s0294-224188

国法室士桓談 ; :毎滝第2水曜臼

午後1～5時／茨城司法書士会壷029-225-0111

で
す
。
納
期
は
、

秋
季
火
災
予
防
運
動
で
防
火
活
動

鯵
で
す
。

「つけた火はちゃんと消すまであなたの火」

を統一標語に、高萩市・十王町事務組合消防本部で

は秋季火災予防運動の活動を行いました。当日は、

大原陽子さんを一日消防長に任命し、施設の立入検

査や車両9台による防火パレードを行った後、駅前

で参加事業所の職員や婦人消防クラブのみなさんの

協力を得て、防火チラシや風船などを配布しました。

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

版
・
毎
週
水
曜
日

・
午
後
月
Ｉ
時
ま
で

ー.

市
民
課
内
線
２
２
１
み休

脈
隅
辮
翻
岬
議
証
明
書
の
交
付
卿

を
祝
う

ご夫婦ともに健在で、結婚50周年を迎えられたみ

なさんをお祝いする金婚祝賀会が高萩ビーチガーデ

ンで開かれました。今回の対象者は、 61組の122人

会場では、大久保市長がそれぞれのご夫婦に褒状と

記念品を贈って祝福し、出席されたみなさんは昼食

会での懇談やアトラクションの志摩幸子ショーなど

を楽しんでいました。

一

霊浬謬
［敬称略］悩まず相談種。

| I



礁議鱗繍灘
鍵

太
竹・木工細工
永嶋辰男さん（島名）

■ ●

★これまでに尺八を200本前後作られたそうですが、

どんな竹で作っているのですか？

長さ1尺8寸(54.5cm)の中に節が7つある竹で

すが、 まれにしか見つけられませんね。竹を切っ

てよい時期は、 10月と11月。この期間内の休日に

県内外の竹林を探し回ったものですが、今はその

時間が取れないため作れないのです。

★作った多くを、なぜ燃やしてしまったのですか？

当初は、知人にあげたりもしましたが、制作本数

を重ねるうちに音へのこだわりが強くなり、納得

いかないものは、すべて燃やしてしまいました。

★他に何を作られたのですか？

神棚に供えたケヤキ製のお宮や将棋盤、去年は、

炭焼き釜を作って炭を焼きました。

★それらの物を、どこで習って作るのですか？

§

…
必

霧
＃

鍵
迩
侭

蕊
鍵

と

灘
鍵

偲
仔

塾

霞
伽 鐘

臺
毫

…

鍵雲
量

産

志

塞

呈

慧

手
Ｆ
菫
鐸

，職蕊

震

あおぞら学童クラブ 聯聯聯際 撫呼 争

呵

『

字

蝋
且
到
唱

#I
1

蝿％
蕊驚灘

慧篝蕊
澱

§

、

○

る
作
ま
ら
私
っ
炭
就
人
い
、
よ
す
好
き
て

す
で
り
た
。
作
。
に
る
思
は
す
で
が
め
し

察
像
あ
見
た
を
ら
業
す
を
魚
ま
定
感
ら
出

観
想
も
で
し
宮
か
林
を
の
・
け
予
質
ひ
り

を
、
敗
頭
で
お
た
、
き
た
た
焼
る
の
と
作
。

物
め
失
店
分
の
し
前
焼
い
し
く
作
木
間
、
す

の
た
ら
に
半
分
ま
以
炭
て
ま
し
を
り
時
に
ま

成
る
か
後
前
棟
い
、
、
見
り
い
何
よ
、
時
い

既
な
だ
成
は
一
ま
は
て
を
作
お
、
う
で
た
思

り
に
。
完
宮
、
し
き
い
子
て
に
は
い
の
つ
と

た
似
す
。
お
は
て
焼
て
様
し
高
後
？
と
な
あ
る

っ
真
ま
す
い
の
出
最
今
か
何
き
が
い

習
と
り
★

欝
蕊
鐸
驚

少 ､

㈱博洋会理事長大平洋一さん L園庭の木で遊ぶ子どもたち
みず お

(右)と指導員の今川瑞男さん 識

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
で
は
、
開
園
以

来
、
卒
園
児
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に

春
と
夏
休
み
の
間
だ
け
学
童
保
育
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
基
盤
に

な
り
今
年
の
四
月
か
ら
は
、
市
の
委

託
を
受
け
て
「
あ
お
ぞ
ら
学
菫
ク
ラ

ブ
』
を
開
設
し
、
年
間
を
通
し
て
小

学
校
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
を
お
預

か
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
秋
山
小
学
校
と
高
萩
小

学
校
か
ら
合
わ
せ
て
一
一
人
の
子
ど

も
た
ち
が
通
っ
て
い
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
で
子
ど
も
た
ち
が
過

ご
す
時
間
は
、
下
校
後
か
ら
お
迎
え

ま
で
の
短
い
時
間
で
す
が
、
手
作
り

の
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
遊
ぶ
子
や
本

を
読
む
子
、
宿
題
を
す
る
子
、
ピ
ア

ノ
を
弾
く
子
、
園
庭
で
サ
ッ
カ
ー
や

木
登
り
を

び
伸
び
と

ま
た
、

域
も
広
が

り
、
ブ
ー

イ
ナ
ミ
ッ

学
童
ク

自
然
の
由

様
々
な
体

と
も
に
音

が
育
つ
場

ま
す
。
今

巻
く
多
く

得
な
が
ら

い
と
考
え

＊
安
良
川

＊
ａ
認
‐
に

＊
丑
閉
ｌ
Ｅ を

I

す
る
子
な
ど
、
自
由
に
伸

と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

、
夏
休
み
期
間
は
活
動
の
領

か
り
、
キ
ャ
ン
プ
や
川
の
ぼ

ｌ
ル
な
ど
活
動
の
中
身
も
ダ

ッ
ク
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
た
ち
が

中
で
伸
び
伸
び
と
遊
び
、

悴
験
を
重
ね
な
が
ら
仲
間
と

育
ち
合
い
、
「
豊
か
な
心
」

場
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い

う
後
も
子
ど
も
た
ち
を
取
り

く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

ら
、
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

え
て
い
ま
す
。

川
一
，
二
三
二
’
四

Ｉ
Ｆ
ｎ
Ｕ
（
Ⅱ
Ｕ
ｎ
両
〕
ｎ
ｘ
Ｕ

‐
５
６
６
１
（
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
）

ｰ

今月のFaMEr*
[農業家］

地
植
え
に
よ
る
ト
マ
ト
栽
培
を
、
今

年
、
水
耕
栽
培
に
切
り
替
え
た
沼
田
さ

ん
。
契
約
栽
培
の
た
め
、
銘
柄
も
フ
ァ

ー
ス
ト
パ
ワ
ー
か
ら
「
ヘ
ル
シ
ー
ミ
デ

ィ
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

「
自
信
を
持
っ
て
生
産
し
た
も
の
が
、

市
場
で
の
値
が
下
が
る
一
方
の
と
き
に
、

契
約
栽
培
の
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

切
り
替
え
る
こ
と
へ
の
不
安
は
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
経
営
の
安
定
化
を
図
れ

る
こ
と
以
上
に
、
認
め
て
も
ら
え
た
喜

び
が
大
き
か
っ
た
で
す
」
。
沼
田
さ
ん

は
、
関
連
農
家
へ
の
視
察
を
重
ね
、
半

水
耕
に
よ
るト
マ
ト
栽
培

み
っ
た
か

沼
田
充
隆
さ
ん
（
秋
山
）

L蕊錐
言

曇
転
撰
晶

盟
饅 稲

12
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蝿
と

文化会館ホワイエに開設したテーマ館の様子

＄蝋 礁蕊

日本画

｛ 晶椛 ； （上手綱） 県展会員 扉
： ：

茨城美術会会員 ； ；
高萩美術協会会員 ； §

：..．．．．．．.．．.．．.．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ：

感動を大切にして
「ここ数年、創作活動のための時間が持てるよう ；

になりましたが、モチーフに迷うことが多いんです｡;

花や自然の風景もいいですが、静物や動物も描きた；

くなります。その中でも、出来るだけ素朴な素材を；

選ぶようにしています」と矢吹さん。

仕事や育児、家事に追われる日々の中で村田先生；

の絵に出会い魅了され、先生の色紙絵講座生として§

日本画を習い始めたのが18年前。以来、多忙な日々；

の中で時間を確保し、 日本画に取り組まれてきまし；
た。

「一番うれしかったこと？それは、県展に初出展；

で入選したことですね｣。この時から県展に連続し§

て入選し、幾度となく賞に選ばれて県展会友になり､§

さらに今回の県展で会員に選ばれました。

「まだまだ満足いくまで描き込めない未熟さを感：

じながらの創作活動なので、心苦しい限りです。会：

罰

⑮、
君
r=

群

至

睡

垂

。
」
戸

叫

１

串

川

Ｊ

率

歳

〕

宮
八

曜

0
承

ボランティア団体間の連携を考える

歩
き市

で
は
、
県
の
平
成
九
年
度
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
総
合
推
進
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
①
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

の
条
件
整
備

②
活
動
モ
デ
ル
事
業
の
開
発

③
活
動
の
研
修

④
登
録
・
活
用

な
ど
を
目
的
に
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

事
業
の
一
つ
と
し
て
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ｗ
が
開
催
さ
れ
、
一
○
月
か
ら
開
か
れ
た
テ

ー
マ
館
で
は
、
約
五
○
団
体
の
活
動
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
呼
ば
れ
る
高

校
生
会
や
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
、
青
少
年

み
・
ふ
れ
る
自
分
探
し
の
旅

､－ﾜノ

…
生
涯
楽
習
ｌ
◆
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
冨
‐
１
１
３
↑

貝の名畷；じな:
いよう研錯して：

いかなければな;

らないプレッシ：

ヤーを強く感じ：

ています」と話：

す矢吹さんは、 ：

「感動が、絵筆；

を走らせてくれ；

ます」と、 日々：

の生活の中で受§

ける感動を大切§

にして、画布に；

向かっています｡;

セ
ン
タ
ー
、
国
際
交
流
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
な
ど
の
活
動
内
容
や
情
報
を
紹
介
し
た
パ

ネ
ル
展
示
。
ま
た
、
市
民
憲
章
推
進
協
議
会

や
民
間
交
通
指
導
隊
、
交
通
安
全
母
の
会
な

ど
の
取
り
組
み
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
食
事
サ

ー
ビ
ス
や
点
訳
友
の
会
、
タ
イ
ド
な
ど
の
活

発
な
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
生
き
生
き

と
楽
し
げ
に
活
動
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の

様
子
が
写
真
か
ら
伺
わ
れ
、
印
象
的
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
企
画
に
よ
っ
て
、
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
団
体
間
の

情
報
交
換
や
連
携
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

ー

｢萩」 第32回茨城県芸術祭日本画の部出展

－

年
後
に
決
断
し
ま
し
た
。

最
初
の
仕
事
は
、
床
面
積
二
○
ア
ー

自
分
が
納
得
い
く
施
設
で
作
物
を
作
り

業
後
、

の
ハ
ウ
ス
と
床
面
積
一
○
ア
ー

連
棟
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
、
農
業

培
施
設
に
改
造
す
る
作
業
で
し
た
。
売
に
く

沼
田
さ
ん
の
手
で
造

が
ひ
し

三
か
月
間
を
要
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

た
い
し
｝
、
へ
了

ウ
ス
の
中
で
、
今
、

せ
て
い
ま
す
。

ト
マ
ト
の
苗
は
、

ル
の来

春
に
出
荷
が
予
定
さ
れ
る
新
顔
の

一
の
調
整
が
す
べ
て
完
備
さ
れ
た
ハ

二
連
棟
鉄
骨
ハ
ウ
ス
内
を
水
耕
栽

農
業
に
就
く
に
あ
た
り
、

１
１

回
の
改
造
に
あ
た
っ
て
も

’議繍鱗溌鵜撫漉 美 日
照
量
や
室
温
、

ら
れ
た
も
の
で
す
。

順
調
な
生
長
を
見 ｝」

ル
の
五

大
学
卒

、
全
て水

113
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まちの情報をお寄せください。
●市役所秘書課広報広聴係●

窓23－2111内線252FAX24-4653
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灘

7覇 型擁 1 塒 1F，司り羅畷

子
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
Ⅲ
月
２
日
脚
一

蛎
喝
ｊ
僧

篭

閥

灘
司轆

察
…
輔
“
州
：

貝
．
、
催
喧

“

乱

誉 灘卜￥ 仏

篭
啼
圭
画
卸
糧
子
《

種
子
《

ザ
鯛WRｩ‘

回

甲 1

番 Ⅵ

蕊蕊
簿識
異I繩W獄

幻

蕊魚
計

ｌ

別 鱗 君田小学校では、地域のみなさんを招待して「君小

祭り」を開きました。学校に集まったみなさんは、

子どもたちが作った釣りやボーリングなどのケーム

に挑戦し、昼食は、体験活動で収穫したもち米でつ

いたもちやワラビなどの料理を味わっていました。

瀞！

期
待

Jリーグ鹿島アントラーズFC社長の鈴木昌

さんと総括スクールマスターの小松義典さん

が、サッカースクール高萩校の開校あいさつ

のため、市役所を訪れました。毎週水曜日に

高浜グランドで開かれている高萩校には、

135人の小学生が参加しています。鈴木社長

は、 「優秀な選手の誕生を期待しています」

と話していました。

司

扣
月
羽
日
伽

塑
回
を
迎
え
た
高
戸
地
区
あ
げ
て
の
祭
り
Ⅵ
月
３
日
月

東小学校グランドを会場に、高戸地区あげて開催された

第22回高戸まつり。地区ごとに編成された4チームは、

輪投げやパン食い競争など12種目で競い合った結果、今

大会の優勝は、石畑チームに決まりました。

I I
2年目を迎えたl袋500円のイモ掘り大会。高萩地区農業研

究クラブ連絡協議会（高萩4Hクラブ）のみな

論欝燃雛恥菟息晶臆葺も畑には、家族連れな

|

秋山小学校の全校児童783人が参加

して、学区内の通学道を中心に空き

缶などのゴミを拾いました。これは、

学校と地域を美しくする運動（環境

フオーラム）の一つです。 25日（火）

には、この体験活動を踏まえて環境

フォーラム集会が同校で開かれ、ゴ

ミの状況などが報告されました。

議蟻

どがたくさん詰めかけ

ました。畑のあちらこ

ちらでは、大きなさつ

まいもを掘り出した喜

びの声や楽しげな笑い

声が響いていました。
錨



前面壷 園、

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

■
■
■
■
■

１
１
１
１
１

▼国 17，388人（ 10）

α且② 17,886人(-5）
合蝿’1 ,662世帯《半18）

昭和22年に開校した高萩

中学校では、創立50周年

記念の式典を同校の体育

館で開きました。式典を

前に開かれた記念講演会

の講師は、昭和58年に卒

業した中京テレビアナウ

秋
山
地
区
で
秋
の
収
穫
祭
を
開
催

ンサーの大藤晋司さ ん
…卿……W'"#'…擢

放送局の仕事を通しての

体験談に、在校生は、関心を寄せていました Ｉ
ｊ
Ｊ

（
炉
Ｉ
）

r

I 創立50周年を迎えた高萩中学校'11月16日(日）山手・竹内・秋山中・秋山下・島名公民館地

区が参加して、第1回秋山地区分館「秋の収

穫祭とソフトボール大会』が、秋山小学校グ

ランドで開かれました。これは、地域間の交

流を目的に開かれたもので、競技後は、応援

者も交えての盛大な芋煮会が開かれ、にぎや

いだ雰囲気に包まれていました。

川
月
羽
日
岡
一 ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
楽
し
む
刑
月
３
日
側

■■■

I |JⅢ 軽トラック2台分を収穫 11月8日(±）

小島団地の子供

会と高齢者クラ

ブ小島むつみ会

のみなさん約80

人が参加し、共

同で耕作した畑

でさつまいもを

収穫しました。

苗を植え付け、

草取りなどの手

(社)高萩青年会議所では、花貫ふるさと自

然公園センターを起点に｢森で遊ぼう』を開

きました。参加した家族連れなど約40人は、

自然わくわく研究会々員の指導を受けなが

ら、ネイチャーケームなどで楽しい一日を

過ごしました。

ｰ,

■■■

入れをしてきた畑からは、軽トラック2台分のさつまい

もが収穫され、各家庭に配られました。

艤
駅ロータリーにある

希望の鐘周辺の草が

刈り取られ、柵の外

側に葉ボタンとパン

ジー、ビオラの苗が、

彩りよく植えられま

した。これは、中央

公民館のほうらい園

芸クラブのみなさん

によるものです。植

栽後もクラブ員が交

替で水まきや草取り

作業に取り組んでい

ます。

l■■■

花
の
苗
の
植
え
替
え
、
月
ね
日
㈱

Iﾛ オモチャ作りを楽しむ 11月3日（月）

養護施設『臨海学園』 の
子
訪
た
、
な
チ
店
で

域
親
ん
れ
は
具
モ
擬
ん

地
や
さ
訪
ち
道
オ
模
し

、
ち
く
・
た
た
て
、
楽
。

は
た
た
た
生
れ
つ
り
て
た

に
も
が
し
園
さ
使
作
つ
し

祭
ど
れ
ま
や
意
を
を
回
ま

謝
子
連
れ
人
用
ど
ャ
を
い

感回４２第

詮
》
輻
燃
鯛
堅
＃

たれか開で

' ぜ

I脆くⅦ11 1m 町 4，1



教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

窓
お
ｌ
ｌ
ｌ
３
１

市
民
体
育
館
盆
鱈
‐
２
５
５
２

■
日
時
平
成
旧
年
１
月
５
日
側
か

ら
６
日
㈹
。

■
場
所
「
グ
ラ
ン
デ
コ
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
」
（
福
島
県
）
。

親
子
ス
キ
ー
教
室
の
参
加
者

中
央
公
民
館
恋
四
‐
１
１
２
５

■
日
時
肥
月
印
日
出
午
前
９
時
か

《
ｈ
一
○

■
場
所
中
央
公
民
館
。

■
参
加
費
無
料
。

■
募
集
人
員
別
人
。

■
申
込
肥
月
旧
日
陶
ま
で
に
電
話

で
中
央
公
民
館
へ
。

お
正
月
の
し
め
な
わ

作
り
の
参
加
者

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
金
零
‐
１
１
３
１

市
民
体
育
館
盆
謁
‐
２
５
５
２

高
萩
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

（
磯
野
秀
敏
さ
ん
）
盆
謁
‐
１
５
８
５

■
期
日
平
成
川
年
１
月
妬
日
㈲

■
開
会
式
午
前
９
時
か
ら
市
民
体

育
館
。

■
コ
ー
ス
市
内
一
円
。

■
対
象
者
市
内
に
居
住
、
ま
た
は

市
内
に
勤
務
・
通
学
し
て
い
る
人
。

そ
れ
以
外
の
人
は
、
オ
ー
プ
ン
の

部
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
種
目
２
ｍ
、
５
ｍ
、
旧
如
。

■
参
加
費

口
一
般
、
親
子
、
オ
ー
プ
ン

…
１
‐
５
０
０
円

口
小
・
中
学
生
、
高
校
生

…
５
０
０
円

■
申
込
平
成
Ⅲ
年
１
月
旧
日
出
ま

で
に
、
参
加
費
を
添
え
て
市
民
体

育
館
へ
。
た
だ
し
肥
月
妬
日
附
か

ら
１
月
５
日
卸
は
除
く
。

第
詔
回
新
春
高
萩
市
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
者

■
内
容
親
子
で
楽
し
む
基
礎
ス
キ

ー
入
門
。

■
対
象
者
親
と
子
（
子
は
小
学
生

以
上
）
・

■
募
集
人
員
印
組
（
如
人
）
。

＊
定
員
を
超
え
た
と
き
は
抽
選
。

■
参
加
費
親
子
で
２
５
’
０
０
０
円

■
申
込
旧
月
ｇ
日
㈹
か
ら
吃
月
旧

日
㈹
ま
で
に
、
参
加
費
を
添
え
て

市
民
体
育
館
へ
．

ー

北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
盆
謁
‐
６
８
８
６

■
ゴ
ミ
の
収
集
旧
月
は
、
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
ど
お
り
加
日
㈹
ま
で
収

集
し
ま
す
。
年
末
は
大
量
に
ゴ
ミ

が
出
ま
す
の
で
、
一
度
に
出
さ
な

い
よ
う
に
計
画
を
立
て
て
ゴ
ミ
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
自
己
搬
入
の
ゴ
ミ
の
受
付
旧
月

は
、
釦
日
㈹
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
配
日
側
も
午
前
Ｂ
時
釦
分

か
ら
午
後
４
時
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
新
年
は
、
１
月
５
日
側

か
ら
平
常
ど
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
持
ち
込
む
と
き
の
注
意
年
末
年

始
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
手
間

取
ら
な
い
よ
う
に
、
可
燃
、
不
燃
、

資
源
、
粗
大
、
不
燃
性
粗
大
の
５

つ
に
分
別
し
、
速
や
か
に
降
ろ
せ

る
よ
う
に
積
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
・

分
別
の
方
法
は
、
収
集
カ
レ
ン
ダ

ー
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
タ
イ
ヤ
や
廃
油
、
大
量

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
産
業
廃

棄
物
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、

そ
れ
ら
の
取
り
扱
い
業
者
で
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
・
年
始
の
ゴ
ミ
の
収
集

灘
§

＃
:；

§

』;識篭灘
馨無罪、､ 唱唱 …埼設無韻吾設

驚魯驚
舞串 串毒蒔

:凄議謙熱灘叢；

し

1浬蕊
灘

弾…燕予#…ー

…
蕊燕蕊發瑳悪詞議奮資壷賞鐡;麗鰯教青蕊豈Ⅱ調 蕊霊 第認園蕊溌嬢蓉

この貸付制度は、厚生年金保険や国民年金に10年以上加

入している人が、入学時や在学中の教育費を低利で借りる

ことができる制度です。また、この貸し付けは、国民金融

公庫の一般教育□－ンと併用もできます。

●融資金額学生・生徒1人につき100万円以内（国民年

金加入者は50万円以内）

●返済期間 8年以内（据置期間は、在学期間内）

●利率年2.5％（平成9年11月10日現在）

○(社)茨城県年金住宅福祉協会丑029-225-2946

●とき 12月14日(日)午後2時開演

●ところゆうゆう十王･Jホール（十王町）

●内容高萩市民吹奏楽団の演奏を中心に十王中学校吹奏

学部の出演。その他、ソリストとして読売交響楽団首席

ホルン奏者をつとめる丸山勉さんのゲスト出演。

●入場料一般･ ･700円高校生以下…500円

○高萩市民吹奏楽団代表大高達也さん窓22 3048

錨

塵蕊溌蕊蕊蕊蕊
蕊 騨蕊蕊

蕊鍵愛到
野

|蕊蕊 謹蕊調;蕊鍛醗蛎徽溌霞蕊鵡篭 上君田十文字に立つ唐檜に電球で飾り付けた

ジャンボクリスマスツリーを今年も点灯します。

●とき 12月21日(日)から平成10年1月15日

（木）まで ●ところ ‐卜君用十文字

●点灯式12月2旧(日)午後5時

※豚汁ときびだんご（数に限りあり）を無料配

垣します。
○唐檜会代表佐川克弘さん盆28 0347

昨年のようすし

識
蕊
溌
識
蕊
瀞
、
“
“
需
議
議
撫
灘
抱

蕊
譲蕊

◆■■■■■
◆

◆
▲
▽

○高萩郵便局a22-2100



都
市
計
画
課
内
線
４
２
２

用
途
地
域
は
、
都
市
計
画
法
、
建
築

基
準
法
に
基
づ
き
、
住
環
境
の
保
護
と

用
途
の
適
正
な
誘
導
を
図
る
た
め
に

定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
本
市
で
は
、
現

在
Ⅲ
種
類
の
指
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
住
宅
地
等
の
整
備
に
伴
い
、

良
好
な
住
宅
環
境
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
島
名
地
区
の
一
部
、
安
良
川

地
区
の
一
部
に
つ
い
て
用
途
区
域
の

変
更
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
用
途
地
域
南
は
、
事
前
に
地
元

説
明
会
等
で
お
知
ら
せ
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
広
く
市
民
の
み

な
さ
ん
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
、
当
該
都
市
計
画
園
に
つ
い
て
左

記
に
よ
り
縦
覧
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
計
画
閑
に
つ
い
て
の

意
見
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期
間
満

了
の
日
ま
で
に
高
萩
市
へ
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
に
供
す
る
都
市
計
画
の
案

高
萩
都
市
計
画
用
途
地
域

■
変
更
対
象
区
域

口
島
名
団
地
・
向
洋
台
団
地
の
一

部
（
第
三
工
区
）

口
高
萩
十
王
斎
場

口
花
貫
川
河
口
付
近

■
縦
覧
場
所
市
役
所
建
設
部
都
市

計
画
課

■
縦
覧
期
間
旧
月
Ⅳ
日
㈱
ま
で
の

午
前
Ｂ
時
扣
分
か
ら
午
後
５
時
旧

分
ま
で
。
＊
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

高
萩
都
市
計
画
用
途

地
域
園
の
縦
覧

税
務
課
内
線
２
０
５

「
家
を
取
り
壊
し
て
無
い
の
に
固

定
資
産
税
が
か
か
っ
て
い
る
…
」
と

い
う
問
い
合
わ
せ
が
、
時
々
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た

時
は
、
『
家
屋
の
滅
失
届
」
に
記
入

し
て
、
肥
月
旧
日
圀
ま
で
に
税
務
課

家
屋
を
壊
し
た
ら

届
け
出
を
…

保
険
年
金
課
内
線
２
３
２

み
な
さ
ん
が
納
め
た
国
民
年
金
の

保
険
料
の
う
ち
、
平
成
ｇ
年
１
月
か

ら
肥
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
は
、

す
べ
て
社
会
保
険
料
の
控
除
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
書
に
は

忘
れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い

る
人
に
つ
い
て
は
、
４
０
０
円
×
納

付
月
数
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
（
第
３
号
）

は
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

納
付
済
証
明
言
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
証
明
言
の
発
行
は
、
国
民
年

金
係
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

な
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
掛
け
金
も
控
除
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
同
基
金
よ
り
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は

全
額
社
会
保
険
料
の

控
除
対
象
で
す ､－P

■ ● ■ ■由■●●■●由由由、 ■ 七● ｡●●勺申甲●■｡｡■｡

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

ａ
Ｏ
２
９
６
‐
だ
‐
１
２
０
０

生
活
環
境
課
内
線
３
６
２

肥
月
剖
日
伽
と
肥
月
訓
日
㈱
の

犬
・
猫
の
引
き
取
り
業
務
は
休
み
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
新
年
の
引
き
取

り
業
務
の
開
始
は
、
平
成
旧
年
１
月

７
日
㈱
で
、
以
後
、
毎
週
水
曜
日
第

２
庁
舎
（
福
祉
事
務
所
）
の
東
側
で

行
い
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
Ⅲ
時
旧

行
い
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
両

年
末
の
「
犬
・
猫
の
引
き

取
り
業
務
」
の
休
止

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け

出
を
し
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
固
定
資

産
税
が
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

分
か
ら
Ⅲ
時
旧
分
ま
で
で
す
。

r－－12月31日は、

工業に関する統計調査の日

工業統計調査は、 「工業の国勢調査」ともいえ
． .､ ： 。 ． ・層 ． ”

るもので、明治42年から毎軍12月31日現在で調査
、 “ ' “ 、 -蕊、 、、

が行われています。今年もみな"恵んの事業所に、

県知事から任命された調査員域Ⅱ調査票の記入の
韻 亀､､、誤晶 設 踏晶 ､ 配 串

お願いに伺います。年末年始のお忙しいところお

手数をおかけしますが、ご協力をお願いします。

○庶務課内線312
、 ノ

灘職顯熱曇懸蕊撫 蕊議議灘 蕊識驚
環

ー

ごぞんじですか？
・児童扶養手当・

－この制度

児童扶養手当は、父母が離婚などで父と生計を同じ

くしていない児童(18歳に達する日以降の最初の3月

31日までの間にある児童)を監護している母、 または

養育している人(祖父母、兄弟など)に支給されます。

◆手当ての額月額41,390円

◆手当てが支給されない場合

①公的年金を受けることができるとき。

②受給資格審査で認められないとき。

◆所得による支給制限

受給資格者、 または同居の扶養義務者の前年所得が、

それぞれ一定額以上ある場合は、手当ての支給が停止

されます。

○福祉事務所社会福祉係内線356

高浜町の胄年会で組織する濱会では、今年も元旦の日の

出とともに1年の無病息災を願って神輿を海に繰り出す勇

壮な神輿渡御を行いますので、ぜひご覧ください。

なお、当日は、高浜海岸で豚汁や甘酒も用意する予定で

す。

●とき平成10年1月1日(木)午前6時から

●ところ津明神を出発して高浜海岸周辺

○高浜町「濱会」 増田康さん恋23-3673

霊丘．猿察審ごぞんじですが？

交通事故、詐欺、脅しなどの犯罪の被害にあい、譽察や

検察庁に訴えたが、検察官がその事件を起訴してくれない

のは納得できない、もう一度審査できないものか。このよ

うな不満をお持ちの人のために検察審査会があります。ご

相談に関する費用は無料で、秘密は固く守られますので、

お気軽にご相談ください。

○水戸検察審査会事務局（裁判所内） 恋029-224-0011

トイレの汲み取りの休み
○花員クリーンセンターa22-4318

平成10年1月4日(日)、 11日(日)、12月21日旧)、 12月31日ｳM～平成10年1

12日(月)、 15日休)、 18日旧）

117



ー

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
消
防
本

部
盆
型
１
２
２
５
８

肥
月
印
日
出
か
ら
平
成
叩
年
１
月

Ⅲ
日
出
ま
で
は
、
年
末
年
始
の
火
災

特
別
警
戒
で
す
。

み
な
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
年
末
や

年
始
の
準
備
な
ど
、
こ
れ
か
ら
何
か

と
慌
た
だ
し
い
時
期
を
迎
え
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
火
の
元
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ロ
や
焚
き
火
な
ど
で
火
を
使

う
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
を
離

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
と
き

は
、
必
ず
火
を
完
全
に
消
し
て
か
ら

に
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
・
年
始
の

火
災
特
別
髻
戒

〆一高萩市長選挙の投票日賎2月1日(日)です5－、
3月1日に任期満了と怠る高萩雨長選挙は、 1月

． ． ~二 ： ． ． ．．… 、 ： 、 ､蕊.;．:: 、 ミ､ 、 ．"． 、､ 、 ． 、 ：

25日(日)に告示され､ ､2月1員《愚11に投票が行われ

ます。まちの将来を決め忌穴搦忽選挙ご茸6fみん芯

で投票uまい占諏!､ J』■fF溌燕r毎N〃ふきⅡ f"#L》 』 J ｣J＃》 ，
■立候補予定者説明舎T&W〃職繍騨好『〃琴I 《i ！ ］ I

↓〆』白白時 ］月'2白伺挙雷湛LBB＆■ ↑Jガ ヤ1
口場所市役所3階第2会議室{ [Ⅱ？ ■■且 ! :印Ⅷ

○選挙管理委員会（庶務課内)･Rf"禽線312-
蓮 " " ､､ :､ 、 : 2 “ F “ ､､ ノ

＝誕躍延鯉
ありがとうございました 教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課

恋
四
ｌ
ｌ
ｌ
３
１

市
で
は
、
成
人
を
迎
え
る
み
な
さ

ん
を
お
祝
い
す
る
た
め
に
、
成
人
式

を
開
き
ま
す
。

成
人
を
迎
え
ら
れ
る
み
な
さ
ん
に

は
、
直
接
は
が
き
で
通
知
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
の
出
身
者

で
帰
郷
し
て
い
る
人
や
通
知
も
れ
の

あ
っ
た
み
な
さ
ん
も
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
出
席
く
だ
さ
い
。

第
“
回
成
人
式

ー

＊社会福祉協議会へ

輔山草会 20,000円
・梁木孝一さん（安良川） 100,000円

・㈱ギャラリーしまだ（下手綱） 48,950円

・志賀寿美子さん（東本町) 100,000円

．市民フェスティバル'97

「いろどり市」実行委員会 7,500円

‘臼井久さん（東本町） 50,000円

・㈱東京電力高萩営業所関連企業 43,400円

．柴田農場柴用r雄さん（高萩） 杖150本

・倉|｣建葬儀社 15,000円

、むつみ手芸クラブ 3,000円

・第11回高萩協同病院祭 100,000円

、 トキワ'|胄報システム㈱協賛リソグラフ 26,540円

．大足光司さん（舂日町） 14‘ 125円

＊視覚障害者福祉協議会へ

・吉田好毅さん（舂日町） 100,000円

＊生涯学習（芸術文化）の振興へ

・萩谷伴忠さん（下手綱） 額入り絵画2点

も
よ
お
し

秘
書
課
内
線
２
４
１

■
日
時
平
成
旧
年
１
月
６
日
㈹

午
前
Ⅲ
時
か
ら
。

■
場
所
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
の
エ

メ
ラ
ル
ド
ホ
ー
ル
・

＊
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
＊

午
前
Ⅲ
時
釦
分
に
市
役
所
玄
関
前
発
。

ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
か
ら
市
役
所
へ
は
、

会
の
終
了
時
間
に
合
わ
せ
て
出
発
。

新
年
の
賀
詞
交
換
会

■
日
時
平
成
旧
年
１
月
旧
日
㈱

（
成
人
の
日
）
午
前
旧
時
か
ら
。

■
会
場
文
化
会
館
。

■
成
人
を
迎
え
る
人
昭
和
肥
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
昭
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
。

I|8



｢平成9年度茨城県中学校新人体育大会｣で一

高萩中学校力丁活躍 ’’
阿酬塒叩YK凶』ﾘ細1 ,nW蠅岫洲､洲1岬Y ( ｢抑w零Ⅱ' ¥ 岬I勘蝿晒#則W出堀1世鮒関角房｢ 1巽口届弓面

ロソフトテニス競技

《団体：優勝》

ソフトテニスクラブ

，(前列左から）柴田佑吉

大塚剛志、 白根隆史、和田

裕一、 （後列左から）平子

剛、山本好太郎、松井泰憲

小池浩幸＊全員2年生

□とき 11月3日（月） ・ 4日（火）

□ところ市民体育館ほか

口参加チーム男子: 12チーム、女子: 16チーム

〈男子の部＞

［優勝］勝田工業高等学校（21年連続）

［準優勝] H立第一高等学校

［第3位］多賀高等学校、高萩高等学校

〈女子の部〉

［優勝］ 日立第二高等学校（4年ぶり7度目）

［準優勝］ 日立商業高等学校

［第3位］ 日立第一高等学校、明秀学園日立高等学校

ロレスリング競技

《個人》

[48k9級：第3位]佐川巧(1年:左）

[76kg級：優勝]遠藤一徳(2年:右）
1－<‘･る

[76k9級：第3位]大部傑(2年:中央）

《団体：第5位》

レスリングクラブ

h

愚

；■第1回多賀地区交流ミニバスケットボール大会

□とき 10月19日（日） □ところ市民体育館

<男子の部〉

［優勝] H.SUN'S (常陸太田市）

［準優勝］高萩東・松岡ミニバスケットボールスポーツ少年団

［第3位］秋山ミニバスケットボールスポーッ少年団

〈女子の部〉

［優勝］十王ミニバスケットボールスポーツ少年団（十王町）

［準優勝］秋山ミニバスケットボールスポーツ少年団

［第3位］小里スポーツ少年団（里美村）

ー汐

職
鶴

薑
簔
塞
篝
垂
篝
一
薑

簔
篝

口体操競技

《個人総合》

［優勝］谷田部亜沙美

［第8位］宮田真由美

《団体総合：優勝》体操クラブ

レ(前列は1年生：左から)下山田朋

代、高原あゆみ、宮田真由美、谷田

部亜沙美､ (後列は2年生：左から）

佐藤みなみ、篠原久美子、 田邉真澄

毒
垂
睾
澪
華
陰
篝
李
壼
塞
毒
竪
袈■第22回高齢者クロッケー大会

□とき 11月7日(金） □ところ市営野球場

口参加チーム 25クラブから50チーム

［優勝］秋山益壮会 ［準優勝］朝香クラブ

［第3位］北組クラブ ［第4位］中戸川クラブ

［第5位］島名高齢者クラブ ［第6位］秋山下長寿会

麦
塗
詫

爵

出 r ャn

齢獅磯 ；鶴予

灘蕊
０

町

‐

１

１

而

州

や

卜

細

蝿

岬

蝿

慨

繩

蝿

山

脚
ム L 1 1 I nu

w咄淵，

■第17回市民総合体育大会兼第11回市民ケートボール大会

□とき 11月25日(火） □ところ高浜運動広場

口参加チーム 11チーム

［優勝］山手クラブ ［準優勝］島名球友会

［第3位］高萩長寿会 ［敢闘賞］萩友会

/----市役所の年末･年始の業務は･･ ･---、
12月27日(土)から平成10年1月4日（日）まで休みに

なります。ただし、この期間中でも午前8時30分から

午後5時15分までは、婚姻・出生・死亡届けに限り受

け付けます。※婚姻届けについては、事前に市民課へ

，ご相談ください。 ○職員課内線262
、 ノ

ー

【談萸遮
云函吻､…Ⅲ

平成10年3月28日出午後'時30分開演

=O)●
菅

『
Ｌ
Ｌ
ま
れ
」
の
一
時
停
止
の
標
識
の
場
所
で
は

左
右
確
認
に
何
秒
間
要
す
る
と
思
い
ま
す
か
？

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
も
す
ぐ
に
発
進
し
て
し
ま

っ
て
は
、
歩
行
者
の
動
き
を
的
確
に
捕
ら
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
交
通
関
係
者
の
方
に
伺
い
ま
す
と

「
左
右
確
認
に
は
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
後
、

四
、
五
秒
を
要
し
ま
す
」
と
の
こ
と
。
悲
惨
な

事
故
防
止
の
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ヒ
ロ

且
取
近
さ
っ
ぱ
り
元
気
の
な
く
な
っ
た
駅
前
商

店
街
“
持
ち
前
の
小
回
り
の
良
さ
で
地
域
の
生

活
を
支
え
続
け
た
商
店
街
も
、
大
型
店
の
出
店

や
車
社
会
の
進
展
な
ど
で
消
費
者
離
れ
が
進
ん

で
い
ま
す
。
駅
前
は
ま
ち
の
顔
。
そ
の
顔
づ
く

り
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
考
え
る
ま
ち
づ
く

り
で
す
。
電
線
地
中
化
の
工
事
が
進
み
、
来
年

に
は
新
し
い
ま
ち
の
顔
が
見
え
て
き
ま
す
。
茂

…－－丙呵 脚－ r二ｺ上二 L-L u些L主 ■世…－弓 匡詞画F萱－』=ー

■入場券発売日

平成10年1月9日圀

■入場料(全席自由) 1,000円

§プレイガイド§

田所書店、仲屋害店、ヤマ

ザキショッブサカモト、モ

ンペリせきね．上島名ねも

とやおけん．川上かねこ

ピアノマート(磯原)、日立

市民会館、高萩市文化会館

、

ノ

ヘ
ノ
ル
ー
レ
ハ
Ｍ
一
つ
｝
４
幸
つ
よ
－
つ

''9



～

■日展｣入選
しようう

久雰

大久保重美さん

(下手綱）

唾ご重＆:皇一
一 一言一

■■■鰯雪国蜂

下山田昌右さん蝋

鍵
上手綱）

八

綴撚施

蔦“一

甦 渦/』

昭和54年以来、今年で171コ目の日展入選。自然の作り

出す造形の美しさをモチーフに、作品づくりに取り組ん

でいる f~ lll lJglさんの今匝lの作品は、 l1lの稜線をイメージ
れいざ)い

した『黎明｣。 「微妙な色合いや間の取り方に苦労しまし

た。手が震えてくるほどの難しさを感じましたが、何か

一つの自分の形が見えてきたよう思います」 と下山田さ
・フつ

ん。作品からは、朝日に輝く山肌と虚ろにたなびく雲の

流れ、そんな自然の営みが感じられます。

日展2 1亘I I=|の挑戦で、今年初入選。 「ステンドグラス

はもともと窓ガラスの一つとして採光の妙を楽しんでい

たものですが、その素材が工芸という分野で認められた

ことがうれしいですね」 と大久保さん。ガラスのもつ
あたた

シャープさと温かさを表現しながら、造形の美しさを

１
１

迫番したという作品は、
『翔』。数多くのガラス

を組み合わせ、優雅にそ
ぜL，

して贄を尽くして悠然と

座する姿には、ガラスエ

芸の新しい魅力があふれ

ています。

、ゴ

薑

『翔jしq『黎明』|” ■■■■

戸｢日展｣[にってん］ 、
日本美術展覧会の略称で、文展を継いで昭和

21年に発足。その後、昭和44年に改組第1回、

今年で第29回を迎えました。日本画・洋画・彫

塑・工芸美術・書の五科に分けて毎年秋に公募

展を開いています。

平成10年6月20日から7月14日までは、県民

t文化センターで日展巡回展が開かれます。
、 ノ

侭

囮 囮

弓閥陶F
・松岡中学校・

…、

◎

ー

灘
燃棒

湾
:域亨畠

雪…一…で璽屡、 画
醜
一
川

函

輯

一

Ⅷ

一
恥
岸
川

章
戦
埴
・

垂
図
》

割
咽
■
■

灘
暉

“
■
■
弓
１
．

冊
一
吋
、

函
一

瞳
｛
．

気W『.｡~ー蝿､－犀主
」

＝■

ﾏ苛一i
T

■唾■■

■『．

;W …
I' m d"

歯一r･壷' ■■顕''’
壷

』 罰1

P

〆一繍鹿タ4日 ｜石医院 東本町盃23-1711§4日

11日

§

a23-3100 ;=

窓32-3266 ;、

a24 0770 1.
822-2106;

６０６７２７３０
２４３２

窓公

滝川医院春日町

十王医院十王町

高派れいり繩上手綱

高萩病院秋山
M■‐一瞳一一・ ‘ ,『 曝 燕鰍名思=津

綱町
王手

上十

君

冠

言

閻体

蔵

｜

日
日
８
５
１
２

。 ＝。

ナル推理劇
醒釦も屯 ゴー 由 串I

私

た。

和｣。

い文

や各

だ「

而關い，燗〆
■発行／平成9年12月5日

■編集／茨城県高萩市役所秘書課

〒318茨城県高萩市本町1丁目1()0番地
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沁

４

斗

並ぶほどの大人気でした。』
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